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　このたび（財自治総合センターのコミュニティ助

成事業により、田沢本村集落にコミュニティセン

ターが整備ざれました。この事業は、コミュニテ

ィの健全な発展のため宝くじの収益金を利用して

いるものです。

　施設は木造2階建て延べ床面積185．09㎡で高齢

者等の利用に便利なように集会室を1階に設け、

また火を使う必要がないように調理器や暖房は電

気を利用するなど誰でもつかいやすいような工夫

がされています。

●上半期財政状況……一………・・2～3

●今年度の除雪区域…………・……・・………………4

●合併任意協議会準備会…・……………・・…………5
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●スマートライフで冬もあったか…・……………・・7

●なかさとウォッチング………………乙・…・…8～9
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一般会計執行率37．1鞭

　地方自治法第243条の3第1項の規定に基

づく、平成14年度上半期の財政状況を紹介

します。

　今回は、平成14年4月から9月までの予

算運営がどのような状況になっているかを図

表でご覧くだざい。

（表1）

平成14年度歳入歳出予算額

　　　　《歳　入》

■地方交鶯税　⑨2，121，601王円、

　　◆1・52＆39§千円（72D％）

4，070，849千円

　　　　　《歳　出》

■村税　◎669，箏1王円
蓼璽6，1灘竿円

　　　（籔，照％黙

　　　　　■県支出金　◎251，769千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆31，358千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12．5％）

　　　　　■繰入金　　◎187，785千円

　　　　　　　◆6，778千円（3．6％）

　　　　　■村，債　　◎185，000千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆0千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0％）

　　　　　■国庫支出金　◎119，165千円

　　　　　　　◆23，540千円（19．8％）

　　　　　■分担金及び負担金　◎67，737千円

　　　　　　　◆21，400千円（31．6％）

　　　　　■使用料及び手数料　◎77，482千円

　　　　　　　◆42，701千円（55．1％）

　　　　　■その他　◎338，811千円
　　　　　」／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　◆207，210響奪円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（劔．2％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（欝羅1羅繍難1劉

．．1翁難．． ◎891，505千円

◆437，160千円（49．0％）

■総務費◎623，773千円

◆246，708千円（39．6％）

■土木費◎529，229千円

■農林水産業費　◎356，171千円

◆71，758千円（13．6％）

■民生費　◎462，556千円

◆163，307千円（35．3％）

■教育費　◎409，034千円

馨欝1讐95千円

、雛鰻）

■衛生費◎369，830千円
1攣i灘麟欝b千円

、．．．無8鰭）

』
馨
i79，056千円

　蕪22．2％）

■商工費　◎123，864千円

■その他

◆46，041千円（37．2％）

　　　　◎252，619千円

◆114，863千円（45．5％）

（消防費、議会費、災害復旧費、労働費、予備費、諸支出

◎印は予算現額　◆印は収入額・支出済額

2
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平
成
1
4
年
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一
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計
当
初
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、
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．
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出
予
算
現
額
4
0
億
7
千
84
万
9
千
円
と
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し
た
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歳
入
（
表
1
）
は
、
予
算
総
額
の
5
5
・
2
％
、

22

億
4
千
7
百
5
6
万
9
千
円
が
収
入
さ
れ
、
こ

の
う
ち
6
7
・
2
％
相
当
の
1
5
億
1
千
9
5
万
8
千

円
が
歳
出
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
収
入
済
額
1
5
億

2
千
8
百
3
9
万
8
千
円
、
収
入
割
合
72
・
0
％

と
金
額
、
率
と
も
に
一
番
多
く
必
要
財
源
を

早
期
に
補
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
科
目
別

で
2
番
目
に
多
い
村
税
は
、
3
億
8
千
6
百
1
8

万
4
千
円
が
収
入
済
と
な
り
、
予
算
に
対
し
て

57

・
7
％
と
順
調
に
収
納
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
収
入
率
の
低
い
繰
入
金
、
村

債
、
国
県
支
出
金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
等
は
、

各
種
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
収
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
土
木
費
と
農
林
水
産
業
費
の
執

行
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
費
や

県
営
ほ
場
整
備
事
業
等
の
負
担
金
事
業
が
多
い

た
め
で
あ
り
、
事
業
完
了
に
伴
い
支
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
他
、
村
税
の
収
入
済
額
表
（
表
2
）
、

村
債
借
入
先
別
現
在
高
（
表
3
）
、
村
有
財
産

（
表
4
）
、
並
び
に
各
種
特
別
会
計
（
表
5
）
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（表5）各特別会計予算額と執行割合　　（表2）村税の収入済額と執行率

．鍵国罠縷磯雛険馨謙灘『

予　　算　　額 550，000千円

収入済額（割合） 260，165千円（47．3％）

支出済額（割合） 204，615千円（37．2％）

難鍵俣診療竸螢継灘

予　　算　　額 74，000千円

収入済額（割合） 27，572千円（37．3％）

支出済額（割合） 30，072千円（40．6％）

難鐵難霧灘難螢雛，

予　　算　　額 47，600千円

収入済額（割合） 24，402千円（51．3％）

支出済額（割合） 22，839千円（48．0％）

礁繍難雛健嚢…講

予　　算　　額 703，710千円

収入済額（割合） 275，027千円（39．1％）

支出済額（割合） 287，316千円（40．8％）

蕪灘i難灘道雛爵謙妻

予　　算　　額 192，186千円

収入済額（割合） 54，883千円（28．6％）

支出済額（割合） 52，041千円（27．1％）

鱗難蠣適螢，雛鎌．

予　　算　　額 602，400千円

収入済額（割合） 54，848千円（9．1％）

支出済額（割合） 197，449千円（32．8％）

懸難護撚綾蒙討懇

予　　算　　額 403，700千円

収入済額（割合） 134，749千円（33．4％）

支出済額（割合） 166，410千円（41．2％）

欝　．麟 慧算現額 鞭羨溝額 執纈藥

村　民　税 153，600千円 61，585千円 40．1％

固定資産税 464，930千円 292，543千円 62．9％

軽自動車税 13，901千円 13，829千円 99．5％

たばこ税 29，800千円 15，695千円 52．7％

入　湯　税 7，000千円 2，532千円 36．2％

合　　　　計 669，231千円 386，184千円 57．7％

（表3）村債借入先別現在高（一般会計）

懸　雛　鐡P．．胡 灘』錨i．縄熱譲1講灘鐡

政府資金

財政融資資金 2，888，825千円 57．2％

郵貯資　金 63，500千円 1．3％

簡易保険局 1，014，978千円 20．1％

公営企業金融公庫 134，433千円 2．7％

第　四　銀　行 480，700千円 9．5％

銀行等
JA十日町 436，940千円 8．6％

市町村振興協会 20，000千円 0．4％

共済等
市町村共済組合 0千円 0％

新潟県地域づくり資金 14，398千円 0．3％

合　　　　　計 5，053，774千円 100．0％

（表4）村有財産

韓・・　　　．鞄『『一 1，166，635㎡

／鶴…　．鞭 43，962㎡

欝観懸．撚・ 1，533，300㎡

・・、懸灘髄、灘i 441，750千円

欝i藁健灘灘1翻『 40，135千円

藩，　　、轟 2，065，818千円

3　　広報なかざと平成14年12月10日
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今
年
は
、
例
年
に
な
く
早
い
降
雪

と
な
り
ま
し
た
。

　
雪
国
の
生
活
確
保
の
た
め
、
よ
り

快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
今
年
も

道
路
除
雪
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
直
後
の

　
　
　
　
雪
出
し
禁
止
ー
・

　
除
雪
作
業
中
に
自
宅
の
庭
先
等
の

雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
出
す
ケ
ー
ス

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
中
に
は
道
が

き
れ
い
に
な
っ
た
後
も
か
ま
わ
ず
出

す
人
が
い
ま
す
。

　
1
台
の
除
雪
車
で
4
㎞
の
除
雪
を

を
行
っ
て
い
ま
す
。
雪
を
多
く
出
さ

れ
る
と
除
雪
終
了
時
間
に
遅
れ
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
通
勤
等
の
車
に
非
常

に
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
除
雪
直

後
の
雪
出
し
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
立
ち
木
の

　
　
　
　
枝
お
ろ
し
を
！

　
除
雪
車
の
車
高
が
高
い
た
め
、
道

路
脇
の
立
ち
木
の
枝
等
が
邪
魔
な
ケ

ー
ス
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
除
雪
作

業
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
枝
お

ろ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
降
雪
1
2
㎝
で
出
動
！

　
村
道
除
雪
の
場
合
、
降
雪
12
㎝
で

出
動
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
村
道
除
雪
関
係
に
要
し
た
経

費
は
1
億
－
千
3
百
万
円
で
す
。
除

雪
経
費
の
削
減
の
た
め
に
は
、
効

率
的
な
除
雪
活
動
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。◆

水
は
ね
注
意
！

　
歩
行
者
の
脇
を
車
が
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
さ
ず
に
通
過
し
、
水
を
か
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
通

勤
・
通
学
時
に
水
は
ね
の
被
害
に
遭

う
と
、
一
日
中
不
愉
快
に
な
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
水

は
ね
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

“
』
i1さい。

∫

男
』

－
』

＼除雪車に近寄らない。

　特に子供、お年寄りには皆さんで注意

しましょう。除雪車運転席からは、除雪

車のすぐ近くにいる人が見えません。

冬期道路除雪平常確保路線計画図
　　　　　　／

　難諜蝶寺
藷一〔ぐ

饗
．
薗

　
菖
“

中
；犬（　信濃川　＼心
　φ　　　　　　　　　　　塚＼

　　　　　　小原

　　　　　　口

鄭い
田1→

ナ　　ナ

に￥￥　　干溝

ψφφφφ

監駅1、、、，験『葬諜　u

醗擦編一一・一一一熱

i駿翼1』臨『

厄轄鷹羽

国
　
県
　
道

第1種路線團 2車線確保
第2種路線■

2車線確保、状況
によっては1車線

第3種路線團 1車線確保

村
　
道

A種路線 騒 1車線以上確保

B種路線 □ 1車線確保

lll

∫

l
l
1

←至津南

鯛
轡遡望1蒙．澗

、
魚
㍗

高道山

∵
．
．
．
噌
。
っ
の
。
っ
田

　　　　　殖　　～1
　　　　ノ蜘．．　韓

　　　　　錺下山

扁1贈　 、識

路上には駐車しない。

　除雪作業に支障をきたしますし、交通

安全上も危険です。

，方慧．曇iii翠東田尻土倉買秦薦首権

県道は土木事務所、村道は役場建設課へ連絡をお願いします。

屋根雪を道に出さない。

　やむをえず道路、歩道に雪を出したら、

交通・歩行者の支障にならないよう速や

かに雪片付けしてください。

で除雪。
、
戸

は
各

出入ロ

　　　　　　　　　下「

◆消雪パイプの故障等がありましたら、国

4



この4月から十日町広域圏の六市町村で合併のための話合いが進め

られてきましたが、11月25日、松之山町で行われた第7回十日町広

域圏六市町村合併研究懇談会の席上で、合併に向けた協議の場である

「合併任意協議会」設立のため、同日付けで設立準備会が設置されることが決定されました。

準備舎の会長には山本中里村長があたり、事務局は中里村役場内に設置されます。準備会の設置期間は約1ヶ

月で、各市町村からそれぞれ1名ずつ職員を派遣し、12月末に任意協議会の設立を目指し、準備を行っています。

任意協議会の概要は、正式には第1回の協議会で決定されますが、今検討されている原案を紹介します。

凹麟ン泌織一纏ま？

各市欝耕の長6名．餐叢購粒の議会代表逡幾諜つ奪2

名、各欝町載の住民伐表2名ずつ鞄名．県職翼潅名の

合計鋼名の構成悪．概ね月慧團の割合羅話奮雛が髄薙

撰まず。

麗傍聴は驚きるの？

　傍聴は蕊なだ驚も瞭きまず。まだ協議会は、穴叢瞬載

・の撚る騎巻糠会場懇開催霧る誹画蓼いまず。最寄の会場

瞭は羅葬傍聴驚お出が罎《ださ験。

麗何を話し合うの？話し合う期聞は？

合併後の新市の名称、庁舎の位置、新市の将来構想な

どのほが行政組織に関することや税負担などの取扱い、

行政サービス水準の取扱いなど約八百ほどの項目につい

て協議が行われます。

話じ含う期間は、平成15年の1月から1年間を目標
としています。

鍍　
　
　
　
麟

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

大
地
の
芸
術
祭
が
「
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞
」
受
賞

　
　
～
時
代
を
先
取
り
し
た
地
域
お
こ
し
に
高
い
評
価
～

　
「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
（
以
下
、
芸
術

祭
）
が
、
東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
（
会
長
　
山
田
信
夫
・
東
京
商
工
会
議

所
会
頭
）
主
催
の
顕
彰
制
度
、
東
京
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
大
賞
「
ア
ー
ト
シ
ー

ン
創
造
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
（
H
月
2
8
日
㈲
・
東
京
で
表
彰
）
。

　
同
顕
彰
制
度
は
1
9
8
7
年
制
定
以
来
、
「
公
共
性
」
「
文
化
性
」
「
国
際
性
」

な
ど
を
基
準
に
、
未
来
に
足
跡
を
残
し
う
る
取
り
組
み
に
対
し
、
毎
年
表
彰

を
続
け
、
今
年
で
1
6
回
目
と
な
り
ま
す
。
過
去
、
ア
ニ
メ
作
家
・
監
督
の
宮

崎
駿
氏
も
こ
の
制
度
で
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
芸
術
祭
は
、
評
論
家
・
大
宅
映
子
氏
ら
各
界
著
名
人
に
よ
る
選

考
の
結
果
、
今
回
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
6
8
件
中
か
ら
選
ば
れ
、
県
内
で
は
初
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
・
　
．
瞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
域
全
体
を
美
術
館
に
見
立
　
鶏
螺
、
　
”
灘
覇
灘
．

て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
お
こ
し
　
　
駿
．
講
　
．
難
　
　
　
．
．
　
　
灘

の
疾
そ
し
て
作
家
・
地
域
ー
　
、
．
．
雛
．
璽
灘

住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
煮
籔
・
『
鶴
、
，
．
辮
胴
纏
籔
．

が
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
　
　
　
懸
，
・
　
　
．
，
再
．
　
　
　
．
、
、
雛
．
㎜

鯵
雌
、
鐸
鮮
謹
哲
　
灘
羅
凄
、
灘
纈

た
・
　
　
　
　
灘
　
欝
・
．
、
麟
纐
灘
欝

芸
鯉
腿
継
雛
咽
　
　
酬
．
、
難
盤
醗

融
離
箭
難
顯
灘
　
鐵
麟
麟
饗

な
っ
た
う
え
に
、
事
務
局
に
と
　
　
藤
　
　
　
・
欝
、
雛

っ
て
は
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
　
　
、
　
　
　
　
　
．
、
鱗
難
．
．
諜
、

】
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
裏
河
川
敷
に
最
近
完
成
の

し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
の
広
場
」
。
下
流
に
は
「
水
の
広
場
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
が
っ
て
い
ま
す
。

フ
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がんきょう ，
，
響
書
ひ

難
よ

・
慧謙

ア

　倉俣地区簡易水道の水質検査結果をお知らせします
◆採水場所　㈱鈴木土建　管末水　◆採水日時　平成14年7月15日午前10時51分　◆採水時残留塩素　0．2㎎／4

一　　般　　細　　菌 0 1曜中100以下 iタ　羅　羅　購　裁　訟 0．001未満 0．06㎎／4以下’

大　　腸　　菌　　群 検出しない 検出されないこと 翻婁轍懸難羅ロ鍵欝ン 0．001未満 0．1㎎／4以下

輔酸縫窒素及び璽購酸難窒素 0．3 10mg／4以下 婁顛モ鎌タ羅灘繋蘇ン 0．001未満 0．03㎎／4以下

鎌 0．05 0．3mg／4以下 謎覆難燃雛鋸 0．001未満 0．09mg／4以下

塩　素　イ　戴　ン 4．0 400㎎／4以下 総繋》熟撫繋ダ装 0．001未満 0．1mg／4以下

硬　　　　　　　度 38 300㎎／4以下 灘　獄　譲　灘　滋 0．001未満 0．01㎎／4以下

蒸　発　残　留　勅 85 500mg／4以下 氷　　　　　　　銀 0．00005未満 0．05㎎／4以下

有　　機　　物　　等 0．2未満 10㎎／4以下 弛　　　　騨　　　　酵 0．001未満 0．01㎎／4以下

p　　　H　　　値 7．6 5．8～8．6 鐙 0．001未満 0．05mg／4以下

味 なし 異常でないこと 慧　　　　　　　素 0．001未満 0．01mg／4以下

臭　　　　　　　気 なし 異常でないこと 難　樋　蒸　濾　訟 0．005未満 0．8㎎／4以下

毯　　　　　　　度 1未満 5度以下 誹　　　　灘　　　　灘 0．001未満 1．0㎎／4以下

濁　　　　　　　度 0．1未満 2度以下 凝　　　饗　　　素 0．08未満 1．Omg／4以下

アンモニア性窒素 0．1未満 璽　　　　　　　鐙 0．02 200mg／4以下

繋》タ擢環叢チ撫謬 0．001未満 0．03mg／4以下 鋼 0．01未満 0．05㎎／4以下

テ難ラクロ認滋藷膨灘 0．001未満 0．Olmg／4以下 灘　灘　灘　雛　滋 5 0．2㎎／4以下

1，玉，墨一籾ク穣聯該ン 0．001未満 0．3mg／4以下 一羅　　灘　　灘i　灘 0．005未満 0．05㎎／4以下

四　塩　雑　炭　素 0．0002未満 0．002㎎／4以下 陰螺灘灘葬面溝盤翔 0．02未満 0．2㎎／4以下

1，2一ジタロ栂鐸」ダン 0．0004未満 0．004㎎／4以下 凝　滋　譲　一羅類 0．005未満 0．005㎎／4以下

霊，玉一葺タ嶽羅轟蘇ン 0．002未満 0．02㎎／4以下 董，鋳鍵鍵鷺穣鎌騨諜誰 0．0002未満
1
0
．
0
0 2㎎／4以下

螺タ穣羅繋ダン 0．002未満 0．02㎎／4以下 謙　　繊　　鎌　　滋 0．0006未満 0．006㎎／4以下

瀦擁，2一鎌麺鶴難隙 0．004未満 0．04㎎／4以下 灘　　窯　　誠　　灘 0．0003未満 0．003mg／4以下

1，垂，2尋難穣灘灘蘇灘 0．0006未満 0．006㎎／4以下 講灘裁諺灘撒翻 0．002未満 0．02㎎／4以下

ベ　　ン　　懇　　灘 0．001未満 0．01㎎／4以下

判　　　定 水道法の水質基準に適合します。

　水道係からのお知らせ
◇加入金について　簡易水道に新たに加入されるときは、加入金が必要になります。ただし、メーターを移設する

　場合は不要です。

　加入金の金額は、メーターの口径によってちがいます。13mmから20mm以外へ口径を大きくする場合は、加入

　金の差額が必要となります。

◇加入金額表 ．灘嚢講難灘顯鐸灘． ・灘灘畿鱒額難 P灘辞漿盤繊獺鶴講 、羅難鐵糞顛額懇

20mm以下 10万円 40mm 25万円

25mm 15万円 50mm 30万円

30mm 20万円 60mm 40万円

◇メーターの検針について　メーター検針は6・8・10・12月の始めに検診を行います。冬期間の料金は、検診実績

　使用料の平均でいただき6月で清算します。

　検診の妨げになりますので、メーターボックスの上には物をのせないでください。

◇各種届出の義務について　下記の場合届出が必要です。

　・使用者及び所有者が死亡した場合や、そのほかの理由で所有者及び使用者変更を希望するとき。

　・使用者を変更した場合で、料金を口座振替にされている方は、振り替えをする口座の金融機関で変更手続きが

　必要となります。

◇漏水について　メーター器より宅内側での漏水は、各個人の責任となります。漏水していないか、時々メーター

　を確認するようにしましょう。

　漏水した場合の使用料金は、基本的に各使用者から全額支払っていただきます。ただし、中里村簡易水道指定業

　者に修理してもらった場合は、業者から漏水修理証明書を作成してもらい、漏水したと思われる使用料の半額を

　減免することができる場合があります。（下水道料金も減免になります。）水道係か指定業者にご相談ください。
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直
旧

こたつにストーブ、電気カーペット……。

寒い冬には暖房器具が欠かせません。暖房

を便えば、電気やガス、灯油などのエネル

ギー消費量も多くなりますが、ちょっとし

た工夫で、もっと上手にエネルギーを使う

ことができます。

　暖房の温度設定の目安
は20℃．暖めすぎて華紬

になるなど、極端な使い
方にならないようにしま
しょう．20℃ぐらいの潟

度でも、上魑を1枚増や
せば快適です．

　窓際に丈の長い嘩手の

部輌肌
齪繕欝鍵

　鯉　　　　　　　　　．
　　　げノタノぜアパ　　　
　」z．』町～ノ叛瀬嚢ダ　詳

　　　　　　　蟄趨懸
♂野。ぜ縣亘一　㌧唖．一物

・・　なでン／〃

カーテンをかければ、冷気の侵入も防ぐことができ、

暖房効率が良くなります．また、贈気カーペットを

併用すると、室温が低くても快適です．

曇葬コン暖房の齪温度を2繍糞か520魁に鱗るど

　1シーズンで
⑳電気71．27kwぬ（電気代雛約L640円）の節約

⑱原油換算　17．34㌶鞭CO驚7．誰9k9削減

　　　　　　　　　　　（等臼9時間の使爾で酎算）

　　　ガス蓼灘ンヒーターの設定温度を

　　　　　2繍3が620臨健齢るど
　肇シーズンで

纏ガス　14。75㎡（ガス代諜約2、070円）の節約

㊤電気　0．35kw嬢電気代雛約ぬ円》の節約

轡原油換算　16．03㍑　馨CO罐8。65kg削減

　　　　　　　　　　　（1日9時闘の使馬で計簿）

　団らんのスペースに合
ったサイズを選び、人の

いない部分はスイッチを
オフに。
　　　　　　　　　　　　なん　カーペットを床に直接　　X
敷いて使うより、カーペ
ットと床の間に断熱マッ
トを敷いて使ったほうが、

暖房効率がアップします．

　嘱　『職、、

尊穐

　敷き布団と上掛け布國
をセットで使いましょう難

すきま風と床への放熱を
防ぐのに効禦があります．

設定して、膿めすぎない
ようにしましょう嚢

　　温度調節鵜隙鱗が5態勘鷹簾騰る還
　簾シー一ズンで

轡電気　48．95kwh（電気代魏約筆，130円）の節約

轡原油換算　璽L91㌶纏CO黛4．94k9削減
　　　　　　　　　　　（1臼5晴問の使爾で翫簿）

　直接触れる時間が長いので、温度設定を高くして

いると、低温やけどをしてしまう可能性があります．

低温やけどを防ぐ憲味でも、温度設定はなるべく低

めにしましょう。

3畳用驚．設定温度を傭劃がら陣」に灘ると

　1シーズンで
⑳電気　185．97kwh（電気代摺約4，280円）の節約

鋤原油換算　45．24蹴　轡CO“8．77k9削減

　　　　　　　　　　　　（篭臼5時間の使用で計算）

　　　　　　　　地球にやさしい

　　　　　　　　スマー1トライフ

　スマートライフという欝葉をこ存じですか．スマ

ートライフとは、エネルギーを効率的に使い、かし

こくシンプルな生活を輿践していこうという、新し

い憲工ネ型の蕪らし方のことです．

　私た婆の便利で快適な藩らしは、たくさんのエネ

ルギー一を消鑓することによって支えられていまず．

しかし、それは無尽蔵ではあり談せんし、エネルギ

ー消幾が増えると地球温暖化の療鶴となるCO講も

堰えてし諌い蒙ず．こうした地球環境のこと聴考え

て、エネルギーを効簗よく使いながら快適に盤叢活し

ていくのが、スマートライフの墓本でず．

　騰さんもふだんの鑑活の中でで蓉ることから始め

てみませんか。

《資料贈資源工紮ルギー庁｝
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廣
田
和
子
さ
ん
、
土
米
原
弘
隆
さ
難

社
会
保
険
功
労
者
表
彰

　
H
月
1
5
日
働
役
場
応
接
室
で
、
廣

田
和
子
さ
ん
と
土
米
原
弘
隆
さ
ん
に
社

会
保
険
功
労
者
新
潟
社
会
保
険
事
務

局
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
廣
田
さ
ん
と
土
米
原
さ
ん
は
1
2
年
問

と
い
う
長
期
に
わ
た
り
国
民
年
金
委

員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
功

〉
廣
田
和
子
さ
ん

酬原弘隆さん
、
土
米

曙
▲

績
が
顕
著
で
あ
る
た
め
今
回
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
廣
田
さ
ん
と
土
米
原
さ
ん
は
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
そ
の
表
彰
状
を
受
取

り
、
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
。
F

　
H
月
1
6
日
出
、
新
潟
県
立
歴
史

博
物
館
で
『
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
0
2
●
m
長
岡
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
で

あ
る
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

は
、
長
岡
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、

中
里
村
の
4
市
町
村
が
、
火
焔
型
土

器
に
代
表
さ
れ
る
『
縄
文
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
交
流
・
連
携
し
て
地
域
振

興
や
広
域
観
光
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
当
日
、
会
場
に
は
各
市
町
村
か
ら

発
掘
さ
れ
た
土
器
や
、
発
掘
風
景
の

写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
、
約

2
0
0
名
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
H
月
1
7
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
体
育

館
で
『
中
里
卓
球
大
会
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
素
早
い
動
き
で
相

手
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
し
、
真
剣
な

表
情
で
プ
レ
イ
に
集
中
し
て
い
ま
し

た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
村
山
ひ
と
み
②
吉
楽
勉
③
山
田

　
具
明

◆
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
中
谷
か
ほ
る
②
鈴
木
キ
ミ
子
③

　
井
ノ
川
キ
エ
子

◆
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
村
山
幸
史
②
樋
口
寛
樹
③
江
口

　
明
紀

◆
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
南
雲
美
佳
②
大
島
奈
穂
美
③
広

　
田
真
寿
美

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
①
井
ノ
川
キ
エ
子
・
村
山
ひ
と
み

　
②
鈴
木
キ
ミ
子
・
滝
沢
徳
治

　
③
南
雲
美
佳
・
山
田
具
明

◆
一
般
男
子
（
ラ
ー
ジ
）
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
江
口
登
②
柳
龍
夫
③
滝
沢
徳
治

◆
一
般
女
子
（
ラ
ー
ジ
）
シ
ン
グ
ル
ス

　
①
中
谷
か
ほ
る
②
井
ノ
川
キ
エ
子

　
　
纏
讐

懸
　
　
婆

養
垂
簑

響

　
　
　
　
　
　
コ

難
鐡
灘
騰
．
墓

　
　
　
　
　
　
ゆ

雛
雛
難
霧
．
．
撫
繍

灘
難

響
橿

昂φ

＞
会
場
に
展
示
さ
れ
た
中
里
村
出
土
の

　火

焔
土
器

澗
麟
簸
獺
．

”
懸
．
、
．
　
灘
嚢

饗
　
　
　
灘
．
難
．
∞
　

　
　
臼
醗
覇
麟
灘
　
織
　
　
灘

　
　
　
　
　
、
、
灘
懇
欝
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
纏
灘
襲

、
灘
灘
．
懸
纏
灘

◆
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
①
江
口
明
紀
・
島
田
直
弥

　
②
山
本
大
樹
・
阿
部
雄
大

　
③
樋
口
寛
樹
・
村
山
幸
史

8



　　　N我k盆s縫t。

Wl我tchi簸8

灘
羅
懇
灘
護
藥
難
叢
慧
灘
騰
繋
慧

ク
ロ
ー
バ
フ
ォ
ー
株
式

会
社
か
ら
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
H
月
2
2
日
㈹
、
株
式
会
社
ク
ロ
ー

バ
フ
ォ
i
様
か
ら
、
「
中
里
村
の
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の

こ
と
で
、
中
里
村
に
金
1
0
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
は
、
こ
の
寄
付
金
を
中
里
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
渡
し
、
中
里
村
の

福
祉
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。裏

千
家
茶
会
か
ら
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
H
月
3
日
の
村
民
芸
術
祭
で
行
わ

れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
の
主
催

者
、
裏
千
家
茶
会
（
代
表
”
井
之
川

朝
子
さ
ん
）
よ
り
、
当
日
の
茶
券
売

上
金
2
万
円
を
公
民
館
図
書
費
と
し

て
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
で
、
12
冊
の
書
籍
を

購
入
し
、
公
民
館
に
収
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
本
生
命
津
南
営
業
所

か
ら
車
椅
子
を
い
た
だ

戸
き
ま
し
た
。

　
H
月
1
9
日
㈹
、
日
本
生
命
津
南
営

業
所
様
よ
り
、
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
、
車
椅
子
－
台
が

村
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
椅
子
は
、
9
月
2
3
日
（
秋

分
の
日
）
に
津
南
町
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
彼
岸
市
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
収
益
金
で
購
入
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
村
で
は
、
そ
の
車
椅
子
を
七
川
荘

へ
渡
し
、
福
祉
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

東
京
津
南
郷
会
か
ら
歩

行
補
助
具
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
H
月
9
日
出
、
東
京
津
南
郷
会
様

よ
り
、
高
齢
者
用
歩
行
補
助
具
2
台

が
村
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
こ
の
歩
行
補
助
具
を
七

川
荘
へ
渡
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

皆
様
の
善
意
、
誠
に
あ
り
が
と
う

乙
ざ
い
ま
す
。

（
レ
壷

　
n
月
1
6
日
出
、
村
民
体
育
館
で
、

中
里
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
行
わ

れ
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
一
般
ま
で
、

寒
さ
に
も
負
け
ず
に
一
生
懸
命
に
走

り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
と
て
も
寒
い
日
で
し
た

が
、
選
手
達
や
そ
れ
を
応
援
す
る
親

御
さ
ん
た
ち
は
プ
レ
ー
の
一
つ
ひ
と

つ
に
一
喜
一
憂
し
、
大
き
な
声
援
で

会
場
が
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

中
里
薦
レ
懸

．
ボ
ー
ル
叢
灘

　
H
月
1
7
日
㈲
、
村
民
体
育
館
で
、

中
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
真
剣
そ
の
も
の
。
集

中
し
た
様
子
で
大
き
な
声
で
仲
間
に

指
示
を
出
し
、
白
い
ボ
ー
ル
を
相

手
の
コ
ー
ト
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し

た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
優
勝
　
K
2

◆
準
優
勝
　
M
K
D

◆
3
位
M
A
X
・
s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　0　　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　o　　　　●　　　　●　　　　●　　　●　　　0　　　●　　　■　　●　　o　　■　■　●　●　●oo●

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

①
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
②
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
③
ク
ロ
ス

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

①
だ
い
ち
ゃ
ん
ず
②
ス
タ
ー
ド
ラ
ゴ

ン
2
③
ジ
ュ
ニ
ァ
パ
ワ
ー
ス
タ
ー

◆
一
般
の
部

①
8
8
林
屋
i
ズ
②
有
翔
大
チ
ー
ム
③

K
5

》
得
点
チ
ャ
ン
ス
“

自
倉
増
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
功
労
饗
蒙
欝

　
H
月
2
7
日
㈱
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
、
『
明
る
い
選
挙

推
進
運
動
5
0
周
年
記
念
新
潟
県
大

会
』
で
中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
の
白
倉
増
之
さ
ん
が
、
平
成
1
4

年
4
月
2
8
日
執
行
の
参
議
院
新
潟
県

選
出
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
選

挙
の
適
正
な
管
理
及
び
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
新
潟

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
白
倉
さ
ん
は
「
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
適
正

な
選
挙
に
努
め
て
行
き
た
い
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

広報なかさと平成14年12月10日9



圏国国国

吉樂浩志くん（1歳）⑳
寛明・はるえさん夫妻の長男（宮中）

　散歩や買い物など、外出するのが

大好きな浩志くん。現在、家の前で

は工事をしているため、トラックや

ショベルカーなどの重機を見て喜ん

でいるそうです。

　また、音楽が流れ出すと飛び跳ね

たり体を揺すったりしながら踊り、

ヨタヨタと近寄ってくる姿は、周り

にいる人たちに笑顔を与えてくれま
す◎

　お母さんは、そんな浩志くんに、

「ひろく豊かな心で、感動すること

のでき錨㈱謙薦畿罐してい
まし、欝。　　　　　　　　畿．

◆日時12月14日（土）1・：・・一17：・・灘織次舞騰灘

　　　　　　　15日（日）10：00～16：00

◆内　容

　・小中学生向け実験・工作教室

　・科学マジックショー・参加型体験実験

　・「平成14年度新潟県発明工夫展覧会・模型展覧会」受賞者作品展示

　・県内科学技術振興企業・団体等P　Rコーナー

◆会　場　新発田市カルチャーセンター

　　　　　（新発田市本町4－16－83）

◆入場料　無　料

◆問合せ先　青少年のための科学の祭典新潟大会実行委員会事務局

　　　　　　（新潟県産業労働部産業振興課技術振興係内）

　　　　　　四〇25－280－5244

年
家
交
通
事
故
防
止
運
動

～
年
の
暮
れ
　
は
や
る
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ
む
事
故
～

◆
運
動
期
間
　
1
2
月
H
日
㈹
…
～
31
日
㈹

◆
運
動
の
重
点

　
・
飲
酒
運
転
の
追
放

　
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
地
域
嚢
職
鑛
灘
灘
ー
灘

　
・
会
合
な
ど
で
酒
類
を
出
す
習
慣
を
改
め
ま
し
ょ

　
　
う
。
、
酒
類
を
出
す
と
き
は
、
送
迎
用
の
車
を
準
備

　
　
す
る
な
ど
、
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
事
業
主
・
安
全
運
転
管
理
者
が
中
心
と
な
り
、
忘

　
　
年
会
な
ど
の
席
に
車
を
運
転
し
て
い
か
な
い
よ
う

　
　
に
運
転
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
反
射
材
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
．運

転
巷
瞳
　馨

　3

　叢

・
高
齢
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
を
認
め
た
ら
、
横

断
や
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
、
ゆ
と
り

あ
る
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
1
4
年
度
『
集
ま
れ
み
ん
な
仲
良
し
』
開
催

　
～
君
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
昔
の
遊
び
～

◆
主
催
新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
期
　
日
　
平
成
1
5
年
－
月
2
5
日
出
～
2
6
日
㈲
　
一
泊
二
日

◆
会
場
新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
対
象
　
小
学
生
4
・
5
・
6
年
生

◆
申
込
方
法
　
・
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
護
者
が
押
印
の

　
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
参
加
が
不
可
能
な
場
合
の
み
、
事
前
に
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
　
平
成
1
5
年
－
月
1
7
日
働

◆
参
加
経
費
　
3
、
7
0
0
円
（
食
費
、
教
材
費
、
写
真
代
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、

　
保
険
料
等
）
※
当
日
お
つ
り
の
要
ら
な
い
よ
う
に
ご
用
意
願
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先
　
新
潟
県
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

　
〒
西
蒲
原
郡
巻
町
越
前
浜
5
5
9
7
1
1

　
盈
0
2
5
6
1
7
7
i
2
1
1
1
　
F
A
X
O
2
5
6
1
7
7
1
2
1
1
4

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
平
成
1
5
年
度
生
徒
2
次
募
集

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
は
平
成
1
5
年
度
生
徒
の
2
次
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。

◆
募
集
訓
練
科
・
定
員
・
期
間

　
・
電
気
施
設
科
　
若
干
名
　
1
年
問
　
・
建
　
築
　
科
　
若
干
名
　
2
年
間

　
・
左
　
官
　
科
　
若
干
名
　
2
年
問

◆
受
験
資
格

　
・
電
気
施
設
科
”
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

　
・
建
築
科
・
左
官
科
”
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者
（
卒

　
　
業
予
定
者
を
含
む
）

◆
願
書
受
付
　
平
成
1
4
年
1
2
月
2
5
日
～
平
成
1
5
年
－
月
2
9
日

◆
選
考
日
平
成
1
5
年
1
月
2
9
日
㈱

◆
問
合
わ
せ
先
　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
E
O
2
5
7
9
1
4
1
2
4
1
0

10



　　　　　灘繕

蕨／高野巽／上山

静｛保坂鍛｝芋沢

輔｛瀬切辮／芋沢

繍｛渡辺欝／朴木沢

撹｛小林由麹干溝

総｛佐藤離／山崎

騒｛山本雷美攣／荒屋

難

馬
美
志
愛
信
珠
彦
奈
　
　
　
．
G
侶
σ
G
坊
㌔

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
『
子
キ
次
ザ
魁
訊

一
友
正
裕
安
慧
貴
由
　
　
　
　

ロ
　
リ
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
ヒ
巳
テ
望
く

楽
口
木
雲
本
　
口
雲
　
　
　
　
　
　
一
希
て

幅
鈴
南
山
趙
樋
南
　
田
口
山
帥
臨

　
　
｛
｛
｛
　
　
　
廣
江
丸
外
※

　
　
　
工
業
統
討
調
奮

　
　
　
～
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
～

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
1
2
月
31
日
現
在
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
1
2
月
か
ら
来

年
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

難交通事故件数………………30件

鑛死　　　　者………………　3人

麟傷　　　　者………………38人

麟死亡事故ゼロ………………　3日

◆応募資格

　プロ・アマチュアを問わず、年齢15歳以上の者とする。ただし、

　過去の本性における大賞受賞者は対象外とする。

◆応募作品

読者対象を小学生として、動物の虐待防止、動物の適正飼養、人と

動物との共生、動物の愛護等を扱ったもので未発表の作品であるこ

　と（ただし、商業出版を目的としない同人誌への発表は差し支えな

　い）。

◆原稿執筆の留意点

・A4サイズ400字詰め原稿用紙を使用し、総枚数40枚以上60枚以内

　とする。

・原稿は、原則としてワープロ原稿とし、イン久サインペン、ボー

ルペン等での原稿も受付けるが、その場合にははっきり書くこと。

　またワープロ用紙を使用する場合も400字詰め原稿用紙の体裁をと

　ること。

・最初の1枚を表紙として、タイトル、応募者の氏名、年齢、性別、職業、

郵便番号、住所、電話番号、主要登場動物、原稿の総枚数ならびに

本賞の作品募集を何で知ったかを明記すること。

・原稿は本会にて複写するため、ホチキス、とじ紐などで綴じないこと。

◆応募締切　平成15年3月28日働

◆応募先・問合わせ先

十日町市大字高山857

新潟県十日町健康福祉事務所衛生環境課内

新潟県動物愛護協会十日町支部事務局　忠（0257）57－2707

㊥行政相談員の66ご存じですか？99團㊥

　　総務省が国の仕事・特殊法人の仕事について
　　　　　　　お役に立ちます。
　苦情がある・困っていることがある・こうしてほしい。苦情

を申し出たが説明に納得いかない。どこへ相談したらよいか分

からない。制度や仕組みが分からない。

　　　　　　このような場合にはご相談を……
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国民生活金融公庫長岡支店では、高校や大学、専修学校、各

種学校などの入学や在学中の経済的負担を軽減する目的で「国

の教育ローン」のお取扱いをしています。

「国の教育ローン」は低利のうえ手続きも簡単なことから、

これまでに全国で320万人もの方々から利用されてきた制度で

す。

制度の概要は次のとおりです。

1ご利用いただける方】

世帯の年間収入が990万円（事業所得者は770万円）以内の保

護者の方※所得制限額（収入の上限）が平成14年4月1日から

引き下げられました。

◆お融資限度額　200万円（学生・生徒一人あたり）

◆金　　　　利　年1．6％（平成14年11月11日現在）

◆こ融資期間　10年以内（交通遺児家庭及び母子家庭の方は

　　　　　1年の延長が可能です。）
◆こ返済方法毎月元利金等払（ボーナス併用払が可能）

◆詳しくは、国民生活金融公庫長岡支店まで

　　　　　　　　　盈0258－36－4360

　し尿処理施設補修工事のため、下記の期間し尿及び浄化槽汚

泥の汲取りができません。

住民の皆様には、不便をおかけしますがご協力をお願いしま

す。

◆休業期間

平成14年12月27日働午後から平成15年1月7日（火）まで

12／15 ㊦山口医院葎晶摺

昌　12／22

ア勺

大　島『医　院葎酪緒

津　南　病　院穰冒1翻

一　12／23 庭　野　医　院葎自鄙禍

12／29 富　田　医　院甜冒習

　
1
2
月
。
忘
年
会
の
季
節
で
す
。
皆
さ

ん
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
下
旬
に
な
る
と
み
ん
な
忘
年
会
で

忙
し
く
な
る
か
ら
、
早
め
に
や
っ
ち
ゃ

お
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
早
く
も
忘
年

会
や
ら
何
や
ら
で
飲
む
機
会
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
…
…
。
み
ん
な
が
み
ん
な
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
予
定
を
早
め

て
く
れ
る
の
で
、
今
が
忘
年
会
の
ラ
ッ

シ
ュ
。
逆
に
上
旬
に
集
ま
っ
て
し
ま
い
、

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
「
嵐
の
後
の
静
け
さ
」
の
如

く
、
1
2
月
の
下
旬
に
は
予
定
が
な
い
状

態
。　

お
か
げ
で
年
末
年
始
は
、
広
報
づ
く

り
に
専
念
で
き
そ
う
で
す
。

　12月15日～1月5日
暮高）しのプ㌧しンケー

ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

ミュー一ジックプラネタリウム

固ユーモール

16（月）

17㈹

18㈱

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：30

補聴器相談（リオン〉固役場
◎13：45～14：00

19㈲

20㈱
心配こと相談（村山篤稔）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

2咄

22“） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

23（月） 祝日　天皇誕生日

24㈹

25㈱

26㈲
心配こと相談（廣田和子）　固デイサービ

スセンター　◎13：30～16：00

27働
行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

28出

29（日〉

30（月）

31㈹

1㈱ 祝日　元旦

2㈲

3働

4出

5（“） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

　　※変更ず巻場禽が訪鱗謙鷲。澄駕の際は確講巻

　　　　　　　　　お願慧践ン議讐。
麟　　　鰯

　　　　11月末現在（）は前月比

薗人　ロ　　男　3，202人（一9）

　　　　女3，209人（一9）
　　　　計6，411人（一18）
㊥世帯数　　　　1，698　（一1）
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